
 

「​環境に配慮した投融資方針の策定と地球温暖化対策」に関する要請書​ ​​回答集計 
 

銀行名（順不同・敬称略）  
三菱東京UFJ銀行 
みずほ銀行 
三井住友銀行 
三井住友信託銀行 
りそな銀行 
ゆうちょ銀行 
農林中央金庫 
 

1.　化石燃料及び原発関連企業と事業を含むESGリスクが高い分野への投融・融資 
の規模・資産額を開示すること。 

【三菱東京UFJ銀行】 
環境負荷低減を重要な課題と認識。現行の「グループ環境理念・環境方針」のもと、金融機能を通し
て地球環境保護に貢献していく。 
 
※要請事項1に関する具体的な回答は無し。 

【みずほ銀行】 
気候変動をはじめととする環境課題のビジネスへの影響、および関連するリスクと機会を認識し、金
融機関として適切に対応していく。 
 
※要請事項1に関する具体的な回答は無し。 

【三井住友銀行】 
与信方針であるクレジットポリシーやエクエーター原則に則り、環境に著しく悪影響を与える懸念が
ある事業資金に対し、与信を禁止している。 
また、パリ協定を踏まえた、金融機関としての気候変動に関する適切な情報開示について検討してい
る。 
 
※​赤道原則(​エクエーター原則)​に定められている内容は、銀行が気候に悪影響を及ぼすプロジェクトに
融資することを、防ぐことができていない。​ ​石炭火力発電所、炭鉱、オイルサンド採掘・運搬、石油
パイプライン、天然ガス火力発電所、深海石油掘削、北極での新たな化石燃料資源開発プロジェクト
などはすべて、赤道原則のもとで、貸し出しの対象として認められている。 

【三井住友信託銀行】 
三井住友信託銀行の現時点での気候変動に対する方針や取り組みについては​CSRレポート2016気候変

動編​を参照していたただきたい。 
 
※要請事項1に関する具体的な回答は無し。 

【農林中央金庫】 
当金庫の投融資にかかる基本的なスタンスは、HPのCSRサイト​「責任ある投融資」​に記載していると
おりです。 
 
※要請事項1に関する具体的な回答は無し。 

【りそな銀行】 
回答無し 

http://smth.jp/csr/report/2016/cc_all.pdf
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【ゆうちょ銀行】 
回答無し 

2.​​　地球の気温上昇を1.5〜2度未満に抑えることを目標に、​​科学的な知見と整合した投資・融資方針

を策定し、​​投資・融資先企業における​​温室効果ガス排出量削減目標を達成するまでのロードマップを

明確にし、その実行を宣言すること。 

【三菱東京UFJ銀行】 
地球温暖化への対応は国際的社会全体で取り組むべき重要な課題ですので、グループの総合力を結集
して、地球環境の保護に貢献していきます。 
 
※要請事項2に関する具体的な回答は無し。 

【みずほ銀行】 
投資・融資先企業における温室効果ガス排出量削減の目標は設定していないが、投融資先の一部にお
いて温室効果ガス排出量等を算定し、開示している。 
 
※みずほ銀行は融資先の大規模発電プロジェクトの一部におけるCO排出量のモニタリングは実施して
いるが、投資先及び融資先企業における排出量を多面的に情報開示していない。 

【三井住友銀行】 
与信方針であるクレジットポリシーやエクエーター原則に則り、環境に著しく悪影響を与える懸念が
ある事業資金に対し、与信を禁止している。 
 
※​赤道原則(​エクエーター原則)​は、気候変動を加速させるようなプロジェクトに銀行が融資することを
防ぐことができていない。​ ​石炭火力発電所、炭鉱、オイルサンド採掘・運搬、石油パイプライン、天
然ガス火力発電所、深海石油掘削、北極での新たな化石燃料資源開発プロジェクトなどはすべて、赤
道原則のもとで、貸し出しの対象として認められている。 

【三井住友信託銀行】 
三井住友信託銀行の現時点での気候変動に対する方針や取り組みについては​CSRレポート2016気候変

動編​を参照していたただきたい。 
 
※三井住友信託銀行は「気候変動行動対応指針」を掲げているが、投資・融資先企業におけるCO2排
出量に関する情報開示及び削減目標に該当するような具体的な回答は得られなかった。 

【農林中央金庫】 
当金庫の投融資にかかる基本的なスタンスは、HPのCSRサイト​「責任ある投融資」​に記載していると
おりです。 
 
※要請事項2に関する具体的な回答は無し。 

【りそな銀行】 
回答無し 

【ゆうちょ銀行】 
回答無し 

3.　​​2020年までに国内外の化石燃料および原子力発電事業への新たな投資・融 
資を凍結し、そ​​れらの投資・融資を再生可能エネルギー及び省エネ事業や社会 
貢献に積極的な企業へと移行すること。  
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【三菱東京UFJ銀行】 
具体的には、赤道原則（環境・社会リスク影響を特定／評価／管理するための枠組み）の採択に加
え、再生可能エネルギー事業に関したプロジェクト・ファイナンスのアレンジ（Bloomberg​ ​Energy 
Finance​ ​による2016年リーグテーブ１位）や融資を通じて、世界の再生可能エネルギーの普及を推進
している他、資金使途を地球環境への貢献が期待されているプロジェクト（再エネ・省エネ事業等）
に​既定​している「グリーンボンド」を発効し、グリーンプロジェクトへの融資に貢献しています。 
 
※​赤道原則(​エクエーター原則)​は、気候変動を加速させるようなプロジェクトに銀行が融資することを
防ぐことができていない。​ ​石炭火力発電所、炭鉱、オイルサンド採掘・運搬、石油パイプライン、天
然ガス火力発電所、深海石油掘削、北極での新たな化石燃料資源開発プロジェクトなどはすべて、赤
道原則のもとで、貸し出しの対象として認められている。​三菱東京UFJ銀行の​再生可能エネルギー事
業への融資状況は評価できる一方で、化石燃料及び原子力関連企業への投融資額は比較的多く、リス
ク低減に向けた方針はない。 

【みずほ銀行】 
気候変動をはじめととする環境課題のビジネスへの影響、および関連するリスクと機会を認識し、金
融機関として適切に対応していく。 
 
※要請事項3に関する具体的な回答は無し。 

【三井住友銀行】 
これまでの再生可能エネルギー普及事業を、引き続き取り組み貢献していく。 
 
※要請事項3に関する具体的な回答は無し。 

【三井住友信託銀行】 
三井住友信託銀行の現時点での気候変動に対する方針や取り組みについては​CSRレポート2016気候変

動編​を参照していたただきたい。 
 
※三井住友信託銀行の現CSRレポート2016気候変動編によると再生可能エネルギーの普及・拡大に向
けた商品やサービスの開発や提供しているのは明らかである。しかし、350​ ​Japanが行った調査では同
社は2011−2016年の間、化石燃料関連企業へ総額32.5億米ドル（約3668億円）の融資および引受を
行っていたことが判明している。 

【農林中央金庫】 
当金庫の投融資にかかる基本的なスタンスは、HPのCSRサイト​「責任ある投融資」​に記載していると
おりです。 
 
※要請事項3に関する具体的な回答は無し。 

【りそな銀行】 
回答無し 

【ゆうちょ銀行】 
回答無し 

注） 
１）三菱東京UFJ銀行に署名を提出、回答は株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループよりいただきま

した。 
２）三井住友銀行に署名を提出、回答は株式会社三井住友フィナンシャルグループよりいただきまし

た。 
３）りそな銀行とゆうちょ銀行からは要請書への回答をいただけませんでした。 
 

http://smth.jp/csr/report/2016/cc_all.pdf
http://smth.jp/csr/report/2016/cc_all.pdf
https://www.nochubank.or.jp/contribution/investment.html









